
Title An introduction to the study of prices, by W.T. Layton
Sub Title
Author 増井, 幸雄

Publisher 三田学会
Publication year 1913

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.7, No.1 (1913. 1) ,p.199- 205 
JaLC DOI
Abstract
Notes 批評と紹介
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19130122-

0199

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


ず
る.

^p

のy

し
て
、
他
の'.

語
を
以.v

言
べ
ぱ
、
法
律
上 

(

事
實
上
：の
權
ヵ
關
係
味
間
夯
所
に
な
ら

^

)

自
&

の
*

.

. 

思u

反
じ
て
他
の
制
肘
を
蒙
ら
次
る

.

の
狀
態
を
•指
稱
す 

る
？
の
に
外
な
ら
次
れa

、
注

*

釔
以
て
國
家
觀
念0

:

一
 

要素なす蹄

t t

國
家
ゆ

±

u

i l
'

家
ぁ
る
を
許̂

 

|  

支
'0

國
家
ク
下
に
國
寧
ゎ
る
を
許3

步
、:;
單
ー

'

國

家

名； 

所
1

合
國
家
名
實
は
均
し
く
輩
一
のi

.

f

c

石
な
ち
：\ 

然
6

而
し
て.

予
は
本
題
の
直
接
關
係
す
る
銥@

內

に

於

I.  

y

は

I

ッ
才
ル
ンj

氏
の
言
? :
'

以
:<

戏
意
を
得̂

6

と
：
一
 

爲
す
名
の
也
。(

完

)

 

、
\

批評と織介一

A
N

 

I
R
O
B
U
G
T
I
O
N

 

T
O

 

へ 

闩 H
E

 

S
T
U
d
Y

O

E
 

P
R
I
C
E
S

,  

-
■ 
I 

"

b
y

 

w
.

H
. L

a
y

 to
n

千
九
西
十

1
1

年
發
行：

■小
判
百
五
十
近
頁 

,

M

S

0

 

1
©
ニ
十
囊

物
價
論
は
一
爾
に
於
て«

價
値
論
、
價
格
論
と
共
に 

經
濟
學
の
根
本
を
形
づ
く
る
名
の
に
し
て
、
そ
の
純
理 

的
研
究
は
最
名
困
難
な
るi

共
に
、
，叉
學
問
上
最
名
重 

要
な

+

る
名
の
に
屬
す
。
然
れ

A
/名

實
際
社
會
に
と
ぅ
て 

重
要
な
る
は
こ
の
半
面
に
あ
ら
少
し
て
，他

0

半
面
に
あ
：
 

6

'o

社
會
に
於
け
る
各
人
の
所#

»

货
幣
を
以y

分
酣 

せ
ら
る
、
名
の
に
じ
て
、
貨
幣
の
購
買
力
を
伐
表
せ
る 

物
價
於
變
動
す
る1
C
き

は

各

人

の
*;
際

所

得

に

變

動

を
 

來し富の分酣を與夯る乙

.

と
、
卽
ち
是
孤
ゲ 

そ
の
是
れ
あ
る
於
敌(C
こ
そ
、
物
價
問
題
は
單
に
學
者 

1 C

よ
6

 y

研
究
せ
ら
るV

1C

业
爻
ら
玄
しy

、，
敏
治
家

實
際
家
等
の
，論
議
に
上
6
來
る
な•れ
。
近
者
、
物
價
問 

題
は
世
界
の
何
れ-の
部
分
に
名
發
生
し
來6
、
論
文
に 

演
說
に
盛̂

論
せ
ら
る
、
を
見
る
名
、
槪
ね
そ
の
論
 ̂

I
.

る
所
は
物
價
騰
貴
の
趨
勢
と
、' 
そ
の
原
因
と
、
.そ
の
稱 

濟
策
と
の
外
に
出
脅
ず
し
<
、
^
だ
物
價
の
變
動
舣
分 

|

酏
上
に
如
何
な
る̂
*
わ
及
ぼ
す
や
を$
併
せV

系
統 

Z
的
に
論
述
し
把
る
を
の
あ
る
を
見
梦
。
然
る
に
英
人 

j

レ
丨
トX

氏
は
最
近「

物
慎
論」

{  w
.  T

.  Layto
n

 :  A
n

 

j  

Intro
d
u
ctio

n

 to
t:h

est:u
d
yh

o
f

^
.̂

0

泛.
ー
の
卜2)

な

る
|
 

.
書
を
箸
しy

十
九
世
紀
に
於
け
る
物
«
*
を
硏
究
し
物 

■
償
變
爾
の
原
因
及
ぴ
そ
の
分
酤
上
に
及
ぼ
し
把
る
影
饗 

j  
.
を
論
述
せ6
。.

四
六
版
百
六
十
餘
頁
に
し
で
分
暈
の
上 

一
；
ょ6
^
へ
，ば
素
ょ6.:
大
著
と
云
ふ
乙
と
能
は?
る
％
 ヽ

ノ
僅
少
な
る
剪
數

.

の
中
‘に
ょ
く
乙..
の
問
題
を
學
理
及
び* 

一
際
の
南
方
面
上6
說
明
し
て
甚
だ
要
を
得
杧
6
。
左
に. 

馏
單
に
そ
の®
§
^
紹
介
せ
，0
フ 

元
來
本
書
は
著
者
好
昨
年
偸
敦

「

ユ
ニ
グ
ァ
シ
ー
ァ
ィf •  

力
U
デ
し
C
於
て
な
しte,
る
“--
•
ユ
ー
マI
チ
历
紀
念
講



鱗
の
，

0
.

を
收
め
杞.

る
名
のu

b
v

.、
，

第.
'1:

章
上
ろ
第 

九
^

は
茧
る
本
踰
两
十

.一

M

の
#

■

ヽ：

統
評
其
他
の
.學 

會
的
議
踰
を
附
錄
と
し
て
細
字
を

-

以v

四
十
餘
頁
に
收 

め
*
/
9 
o

數
十
储 

'
の
統
許
表0 ..

外
^

數
葉.

の
ダ
ィ
ア' 

ダ 

ヲ
ム
を
她
み
、

.

卷
末
に
は-

|
^

〇
0,

以
來

0
:

物
：價
曲
線 

1
C

金
#

0

[1
1
1
敍
と
を
表
.は
ぜ
る
^

ff
l

i l
F

添
え
て.

.
a.
.

て. 

所
a

の

理

解

に

等■
心
。

:

く

：
：

'

さ
て
、
第一

寧
は『

問
题
の：

說

題

じ

、
本
書
に 

於
て
#

^

ベ
き
間
題
を
提
出
し

V

そ
の
性
質
を
述
ぶ：。
'
 

0:

ぐ
、.

物
儐
騰
貴
は
谷
國
に
於
て
そ
^

-

特
魏
の：

事
. 

情
を
以
て
説
明
せ
ら
れ
届
る
^
PS.

貨
幣
の
«
賀
カ
の
低 

下
て
.ふ
普
遍
的
原
因
と
以
<

せ
*

/1

ば
眞̂

之
：を
說
明 

す
る
こ
と
能
は
梦
、
故

U
.

問
題
：は
第I、

货
幣
の
)«
質 

力
を
洪®

す
る
一
般
的’原
因
を
發
見
し
、
第
ニ
、
物
價 

の
變
動
於
或
る
階
級
_

に.
及
ぼ
す
影«

如
：何
を
»
究
す
る 

に
あ
6

i

。

か
く
し.y

著
者
は
間
題
を
理
論
及
び
歷
史 

の
雨
方
面
ょ6

碑
究
せ
むi

し
^

る
な
6

。
如
r.
®

か
は 

『

物
價
の
一
般
的
平
準
に
就
て

』

^

@

しy

物
價
の
理
論

.

s
^
,
後

箪̂

物

慣

平

準

の

變

動

，の

#

階
級
，，に
及
ぼ
 

サ
る̂

1

を
論.
匕
杧
る
歷
-
^
姘
究
の
某
礎
女
る
名
の

 

に
し
で
、
重
要
な
；る

:̂
^

な
々
。
先
づ
物
價
の
意
義
'̂ 

1

U

、
露
的
物
慣
變
勸
と
一
般
的
物
價
變
動
と
幻

 

區
別
し
、
物
價
變
動0-.
影
馨
に
論
及
し<
1
5>
-

、
物«
 

の
變
動
於
，

一
な
る
と
き
は
社
會
の
諸
階
級
に
何
等

 ̂

及
ぼ
^」

^

、
そ
の
不
齊1
な
る
と
き
始
め
て
 

,

§
*
A
V
>

犬.體
：： i

於V
、
.

物
價
騰
貴
す
る
と
穹
は
勞
 

働
者
階
級
は
不
利
を
蒙
6

、
®
主
階
級
は
利
益
を
受
く

 

他
：の
：半
面
に
於
て
、
物
價
縢
貴
は
商
業
箸
因
を
表
は
せ

 

る
名
の
に

.し

て

、
新

？
ー
る
龙
商
に
生
産
を
開
拓
す
る
の

 

利
益.
ぁ
6

と
。
：
.
次
は
物
價
騰
貴
ょ
.
6
受
く
る
影
響
を
標
 

-
準
と
しV

.

種
々
^;
&

观
得
收
得
者
を
分
類
し
允
る
|
表

 

を
揭
げ
以
て
物
價
變
動
の
^
:

を.

1
@

の

下

に

_

然

お

 

ら

し

め

把^

^
第
一;1
1章

は

題

し
<

『

十

丸11
]
:
紀

に

於

け

 

.

る
卸
寶
物
價
指
數

』

と
云
ふ
。
論
^
る
所
自
か
ら
一
一
部

 

に
分̂

、
前
半
に.
於
ず
、
は
指
數
％
の
％
の
に
就
セ
ヽ
理

 

論
的.
^
述
ぺ
tt
る

名
.の
1C
しy

指
數.
を
用
ひ
て#
^
0

i

を
言
ひ
表
は
す
方
法
を
述
べ
、
次
に
刺
實
物
價
指 

數
と
小
實
物
價
指
數
と
の
關
#

に
言
*

し
て
.小
寶
物
價 

指
數
こ
そ
眞
に
貨
幣
の
購
貿
力
を
示
す
名

.

の
f

 

i
 
0
 

疑
問
起
ら
む
？
、
實
際
に
こ
の
種
の

©.

數

を

得

る

こ

と\  

雛
き
の
み
な
ら
卞
•、
小
實
物
價
指
數
と
卸
實
物
傲
指
數 

と
と
比
較
す
る
と
き
は
兩
者
の
變
働
は
程
度
方
向
共
に 

大
體 
一®c
す
る
こ
とt
ir
b

货
幣
の
雕
貢
力
の
.眞
の
表 

示
と
し
て
の
指
數
の
缺
點
を
擧
げ
允

6

0

後
半
は
卸
實 

物
價
指
數
に
表
は
れ
1-
<:.
.

る+

九
世
紀
：に
於
け
：る
物
價
の

：
.

\  

趨
勢
を
歷
史
的
.

に
論
梦
る
名
の
に
し
に
、
先
づ
一
八
こ 

®

年
の
好
景
氣
並fc
尊
で
起
れ
る
避
慌
の
糜
史
ょ
6

し 

<

好
景
氣
は
金
の
價
値
に
永
外
的
の
.影
響
を
與
へ
杧
る 

名
の
に
ぁ
ら̂

と
論
^
て
永
久
的
の
谅
因
は
之
を
他
に 

求

め

.̂る
ベ
か
ら
3'
'

る
こ
と
を
暗̂
し
、
物
價
曲
線
の 

趨
勢
を
瓶
究
し
、
金
の
產
出
と
物
價
と
の
間
に
關
係
あ

| 

るS
J
i

を.
示
し
、.
金
の
生
產
は
今
後
集
々
馉
加
す
：べ

し

. 

と.
の
*

門
家
の
言.
を
5

き

y

殺
僧
騰
貴
の
勢
の
-

底

.l
b

せ 

窣
る
べ
き
：乙
と
を
指
摘
し
て
韋
を
結
ベ
ろ
。
第
四
章
は

批

評

と

.
，̂

介

u

物
價
に
關̂

し
-<
^

^

學
說
を̂

^』
と
题
す
。
貨
幣 

の

雕

鬣

力

美®

す
る
諸
®:
素
を
分
析
研
究
せ
ひ
と
す 

る
名
の
な
ろ
。
白
く
物
«

の
：平
準
は(

I
)

通
货
の
分
量 

1
C (

I【
)

.

取n
r>

の
分
量
と.
0

如

何

に

よ
■ €

>$

ま
る
。
前 

者
は
信
用
制
度
の
性
質
に
よ
6

、
叉
金
貨
及
び
小
額
貨 

幣
の
分
量i

流
通
の
速
度
と
に
よ
6

て
定
ま6

、
後
者 

は
*

と
し
て..
資
本
と
勞f

と.
の「

生
産
力
の
如
個
に
.

よ
，ク 

又
貨
物
が
人
手
を
經
る
度
數

.

の
如̂

に.
よ
6

<
定
ま
る 

$

の
な
る
を
以
て
.

、
貨
物
、
.

货
幣
の
雨
方
面
よA
-
研
究 

せ
次
る' 
ベ.
/;
>

ら
'
梦
と
V
S
 ;

兩
者
に
影
響
す
る
請
條
件
を 

表
一
汸
し
、
金
と
信
用
貨
幣
と
貨
物
と
の
增
如
を
經
'々

に 

結
合
し
て
そ
れ-

^

の
場
合
に
起
るぐ、：
き
影
響
如
何
を
：

以
上
は
、
第3

韋
の
後
半
部
を
除
く
の
外
、
悉
く
理
ぺ 

諭

的

將

究.0-
'

衾

6

し
名
、:

第
五
章
以
下
第
八
#
ま
で
一 

«

十
九
世
紀
に
於
け
る
物
價
0

騰
落.
ヶ」

四
期
に
分
つ< 

そ
の
原
因i

影
響
と
を
論.ず
る
名
の
な6

。
物
價
曲._
 

の.
方
向
の■

::
«

3
に
於
け
る
各
：，

平
均
の
«

«

§

.

.'1
1〇

1

.

.



202

並
に
各
期
間
の
間
の
■
差
を
示
せ
ば
左
の
如
し
。

期

：

：
間
 

'
:

■

指
.

^V

 
: 

■■

差 

i
A
l

1..

1
丄
1
7T

一
 

ブ
五
四 
一

一

二

五%

1

八
四
六1

五

〇

1
1
:

六I
.

+)

ニ
〇
%

;
11

M
一-
九

〇

六

丄

〇
1
〇
ニl  i

 

ニ
五
％

*

者
は
天
體
右
に
從‘つV

1
1

個
の
物
價
滕
代
と

1
1

 

個
の
物
價
；卜
落^e

i

に
分
つv

研
究
せ4

。： 
'

第
恥

#

は
：

r
1

八
ニ.

0

丨
四
九
年
の
物
價
下
落』

ぇ

題
. 

す
0『

己
の
赌
期&

金
：の
供
給
減
少
1 ;
、
加
ふ
る
に
信
用 

貨
幣
名
充
分
に
膨
脹
す
る
乙
と
能
は

^

6

し
に
、
關
稅 

そ
の
他
の
交
通
上
の
障
礙
の«

ま
せ
ら
れ
し
於
杧
め
に. 

生
產
業
發
達
し
取
引
の
分
量
は
增
加
せ
ろ
、
か
く
<
物 

價
は
下
落
せ
し
名
勞
働
社
會
に
は
怨
嗟
の
聲
滿
て

6

、 

何
故
ぞ
や
、
日
く 

>

湯

#

間
未
だ
組
織
な 

<

、
勞
龈 

は
寡
少
な
る
に
名
枸
ら
岁
、
食
料
品
は
穀
物
條
例
叱
妨 

%：>

ら
れ
て
下
落
す
る
こ
と.

極
め
て
僮
少
な
ろ
し
を
以
て

な
6
J..

と
。

「

第

六

寧『
1
:

八
四.
九
'~~

七
四
年
の
：物
價
騰 

貴』

。
：
7

の
；膪
期.
に
於
|

金

.の

年

產

醫

加
し
く
坪
 

前
の
七
倍
に
達
し
盛
に
货
幣
に
鑛
造
せ
ら
れ
杧
ふ
の
み

_ 

な
ら_
梦
信
用
貨
幣
名
壻
如
し
^

る_
に
、

一
方
生
齑
は
金 

利
^

低
廉
と
關
桃
改
寒
と

f
c
g
g

せ
ら
れV

大
に
發
達 

し
、I
通
貨
と
生
產
と
爾
々
^

§

ん
で
增
加
し<

以

<
七 

•

〇
年
代
の
好
景
氣
を
見
：お
6

、
物
價
は
騰
貴
せ
し
％
食

：
 

料
品
の
代
價
は
騰«-
せ
岁
、
如
办
る
に
勞
銀
名
亦
增
加 

し
^

る
を
以
て®

^

級
の
坐
活
程
度
.は
引
上
げ
ら
れ 

.

杧
6

』

。
著
者
は
乙
：の
勝
期
に
於
け
る
生
產
の
發
達
は
金 

の
發
見
に*

げ
る
は
あ
ら̂

し
：
<

§

の
進
步
、
機
械 

使
用
の®

加
、.
交
通
の.
發
達
等1C
基

け
录

の
な
6

と 

云
/
.

^̂

第
七
窠
跋.f

T

八
七
四—

九
六
年
の
物
價
下 

落|
：

を
論̂

V

る
？
の
に
し

V
、
.

こ
の
滕
期
に
於

V

ば
獨 

米
兩
國
に
於
け
る
金
貨
本
位
制
樹
立
の

*

め

に

金

の

‘需
へ 

喪
は
增
加
せ
し
名
、
金
の
供
給
は
却

V

減
少
'
せ
6

、
然 

る
に.：一
方
生
產
は
願
る
發
達
し
取
引
は
益
々
世

^
s

i
 

な
6

y

货

幣

，
の

需

要

®

加
し
^
る
を
以
て
通
貨
の
相
對

.

.的
不
足
の*

め
に
物
價
は
下
落
せ6

と

述

べ

、

.諸

國

に 

於
け
る
生
產
業
の
發
達
を
論
匕
、
分
配

1
4

言
及
し
て
物 

憤
下
落
の
^
め
に
實
際
勞
龈
の
增
加
せ
る
こ
と
尬
に
勞 

働
組
合

'

の.

普
及
せ
る
こ
と
を
指
摘
せ6

。
右
の
物
價
縢 

费
は
通
貨
の
不
足
に
基
け
る
：

J
P

の
な
る

k

以
て
、
金

の.  

外
に
銀
を
％
本
位
货
幣
と
せ
ば
以

<
 

乙
の
不
景
氣
を
救 

濟
す
る
t
と
を
得
ぺ
し
と
の
钹
本
位
論
者
の
出
現
を
見
；
一
 

艽
る.

次
第
な
る
、

S
、

箸
菩
は
祓
本
位®

度
に

#

喪

な

る
. 

_

國
際
'®

協
定
の
實
行
不
可
能
な
る
乙
と
、
取
引

の

增

加

I

 

す
る
に
從
て
銀
の
便
利
は.

a

々
減
少
ず
ゐ
こ
と
Mヽ

の 

本
位
货
幣
记
る
の
資
将
を
餘
き
把
る
が
^
め
に
物
價
下 

.落
す
と
云
ふ
名
そ
は
第
一
一
次
的
の
影

«

に
過
ぎ
次
る
こ
ノ

 

と
を
指
摘
し
最
後
に『

抑
1

钹
本
位
論
》
物
價
の
下
落
せ 

次
る
を
苽
と
す
と
の
前
提
の
上
に
立
<
る
名
の
に
し
て 

菩
人
の
見
解
と
相
反
ず
、
现
今
，金
は
多
き
に
過

f

、
祓

\

 

本
位
諭
の
如
き
、
..

今
や
單U

學

問

上

の

生
#*
あ

る

に

過
 

ぎ
ぎ
る
な6』

と
論
匕
去
れ6

。
第
八
韋
、
題
し
て

『

一
 

働八九六

I

一
 

九
.I

〇
年

の

物

價

響J

と
沄
ふ
。t

の

批
評
と
紹
介

'  

■

期
間
、
好

霞

棄

氣

：の

連

績

皇
b 

V

物
價
舣S

的
に
上
騰
の
傾
向
を
示
し
长
る
は
金
の
生
產
增
加
と
關 

係
あ
る̂̂

の

に

し

て

：
、

世

界

に

於

け

：
る

余

の

^
§

高

は
 

ー.
八
九
五
年
當
滕
に
比
ず
る
と
き
は
そ
：の
後
五
割
の
增 

如
を
，來
じ
、
印
與
英
獨
米
の
諸
國
に
吸
收
せ
ら
れ

#

if
f
 

貨
幣
名
增
加
しv
ll
b.

界
に
，於
け
る
購
賈
カ
の
增
加
し
杧 

る
於̂

：§
lc

物
價
は
騰
貴
せ
し
な
6

と
云
ふ
。
生
產
の 

狀
態
i

諸•
國
fc

於
げ
を
物
價
騰
貴
の
比
較
硏
究
と
を
な 

し
^

る
後
、'
分
配
に
言
及
：し
勞
5

^
級
の
梢
费
に
係
る 

貨
物
の
代
價
は
騰
貴
す
，る

.

こ
と
少
ー
な
.
於

ろ

し

名

货
 

銀
0

增
加
遲
緩
な
な
し
を
以
.V

實
際
勞
銀
は
減
少
せ
し 

.

於
、
勞
働
胂
間0

短

線

あ

纟

て

，
幾

分

之

を

相

殺

し

セ

6
 

i

述
べ
、

こ
の
實
際
勞
銀
の
減
^

^

知_

の
普
及i

は 

勞
働
社
會
の
不
安
の
根
底
に
横
は
れ
る

S
P

の
な
6
1C
結 

び1

九1

一
年
の
物
價}1
貴
は
商
業
上
の
周
期
の
頂
上 

に
近
き
把
る
と
大
旱
魅
あ

o

し
と
に
よ
る
；
の
な
，

c
s

と 

の
補
論
を
添
べ̂
6

。

_

第
九
奪
眞
摘
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概
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 生
#
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i
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關
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杧
就V

は
長
期
を
取

6
 V

見
る
と
登
ほ
後

#

は
前
者
の 

如
何
^

上
る
よ
6.

ヴ

寧

ろ

及

.̂

敎
宵
.
の.
雑
步
.
如
^
ノ
 

に
よ
る
こ
と
め
多
き
こ
と
、
物

€

と
分
酿
ぇ
の
關
係

u

 

\

 

就
て
は
物
«

の

の

み

於

者

.
の
分
酣
狀
態
を

\

 

«

む
石
名
の
に
あ
ら
次
る
，名
、
他
の
變
化
な
し

.
i
す

.る 

と
き
は
物
價
下
落
は
勞
働
者
に
と
つ
て
利
あ
る
乙
と
、

I  

«/
«

の
變
動
は1/

般
的
變»

よ-
^P
相
對
的
變»

こ
：そ 

實
際
社
會
に
と
り<

重
喪
.̂

る
こ
：と
、
並
に
國
利
民
1|j 

は.
物
'#
の
如
何
に
よ
る
？
の
'1C
«

ぁ
ら
ざ
れ

ど

名

猶

そ| 

の
增
備
難
物
：價
於
不
變
な
，る
，か
叉

&
#

し
く
«
落
に
向 

ふ
：場
合
に
最
名
速
な
る
こ

.-.
C
を
述
べ
、
さ

て

目

今

の

物

| 

價
響
を
救
濟
す
る
の
策
如
何
を
論
b
 V，

結
論
と.
な
せ：

\

 

6

、
日
く
、
そ
の
方
法
と
し
て
は: :)

ジH.

1/
ォ
ン
ス
の 

M

表
本
#

制
if-
-
始
め
と
し
てa

々
な
.る̂

を
以
て
場
B
 

j 

せ
ら
れ
セ
る
所
に
從
冒

、.
指
數
を
用
ひV、

長
期
の
契 

約
を
制
禦
し
以
て
所
得
を
現
在
よ
ろ
名
一
層
速

..

に
物
|以 

に
適
應.

せ
- L

む
■

る
の̂
案
に
出
づ
る
か
叉f t(

二)

プ
ィ
ツ

§

_
 

,

シ
ャー

の
主
張
に
像.る
/;
>

の
，#

國
協̂

し
で
.金
货
を
し 

V

A

爲
的
價
値
を
：保
持
せ
し
む
る
の
粱
に
出
づ
る
の
外 

な
し
、
.

雨
者
共
に
多
少
の
短
所
は
あ
る
名
、
.
金
の
生
產 

に
し
て
減
少
す
る
乙
と
贫
き
限
ゲ
、
是
等
兩
案
は

®

際
：
 

上

の

：
靈

な

し
i

云
ふ.
ペ
如
ら
梦
と。

.
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本
論
は
右
にV

終
#

6

、.

殘
る
所e

p

と
學
術
的 

議
論
i

を

載

せ
fc.

る
附
錄A

乃
；金.
ド
、

最
な
ろ..

、
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叉
简
單
，
p

i

i*

せ
む
。
附
鐵A
B

f

物
價
指
數
に
就
で

』

 

と
®

ず
、
第
三
漳
の«
^

に
し
て.
指

數

の

作

方

を®
 

ベ
、
».

物
の
重
要0:
«

を
斟
酌
す
る
所
謂

v
v
e
ig
h
t
i

月 

S
y
s
t
e
m

 

と
，之
を»

酌.
せ
^
る U

n
w
e
lg
h
tin
s
*

 's
y
s
t
e
m
' 

と
を
比
較
し
て
充
分
に
多
興
の
货
物
を
採
る
示
す
こ
と 

と
き
はf

 
:期

即
0

<
は
後
者
は
拍
確
な
る
結
果
を 

を_

べ
、_

入
，せ
る
指
數
表
の
說
明
を
5

せ
6

。

刚
錄
B,

は
『

世
界
に
於
け
る
金
の
生
產
に
就
て

』

と
®
 

し

て

.
、採
金
翁
の-
進步雜に、金
生
產
の
將
來
對
す 

る
豫
測
を
述
べ
、
附
錄
0

は『

物
惯
の
循
環
運
勸

』

i
 

題
：し<

物
價
論
を
試
む0

臼
く
、
勞
銀
の
增
加
‘は
圆
を

205

周.
る.
二
糖
壞
運
動
；
ly
l

しV
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•一
 

度
之
を'
引
き
卜
；ぐ
る̂P
W
 

な
べ
坪
び
之
於
引
上
げ
を
必
要
と
す
る

P

至
：る
ベ!,
と 

_

論
梦
'
る
ぢ
の'
ぁ
る
名/;
>

、

る
運
*

は
通
货
のS

由.
に

膨
ノ
 

■服
す
る.
こ
と
を
必
要
と
し
！！

1
|
つ
富.
，の
分
酿.
は
一
1
疋

し

て

.一 

動
か
す'ベ
か
ら
ぎ
る

名

の
な
l
o

i

の
ft
^
/b

に
立
つ
、
而
一 

しV

 
.
乙
の
假
定
は
短
含
邦
間
に
就
<
■
».

全
然
當
て.
射

ま

\  

ら
步
しV

、

大
な
る
所
得
を
得
名
：階
級
は
小
な
る
所

.

得
r 

の
階
級.
の
刺
益
を
害
し
て
自
己
の
利
益
を
增
加
す
る
ぢ

.

の
な-c

s
i  

o
 

*
t%

«

D

は『

货
幣
統t

に
就.

て』

i

題
し
て
一 

各
國
：に
於
け
る
通
货
、
預
金
、
中
爽
銀
抵
の
準
備
金
並

\ 

に
割
引
步
合
金
塊
の«

出
入
等
笮
關
す
る
十
一
箇
の
統
一 

社
を 

f

<

±

'/-

a

n )
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f

* i
l

i

、
附
錄

E

は
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生
産
の 

5
^

言』

10.題
しv
i l
產
物
及
び
鑛
產
物
の
生
產
及
び
消

| 

費.
^
關
す
る
統
計
を«

せ
杞
ん
。
而

し

て

最

後

の

附

錄

| 

K®
tt『

勞
働
奔
階
級
の
發
達
を
®

明
す
'
る
諸
統
針』
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しV

货
幣
务
銀
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實
際
勞
銀..\

失
業
、
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び
失
業
を
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g
ig

せ

る

實

馨

銀

の

稭

數

表

ふ

、

.

之
を
汕
線
に
表
は
 

せ
.̂

を
の
と
、

一
人
當
ク
の
货
：物
^

^

^
と
、
勞
艱
支 

.批
評
と
紹
介
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'湖
古E

と
、
人
ロ
と̂

關
す.

る
’
統̂

^

を
4
^

げ̂
~

^
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右
に
，て
物
價
論
：の
頁
は
盡
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き
た
り
、

3

れ
ど
箸
者
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常
.
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分
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ベ◊

る
«

念
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頭
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き
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饑
論
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進
め
、
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女
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